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そこで、社団に勤めながら夜学に通い、社会福祉の資格をとりました。

そのとき、当時の三浦謙牧師の薦めもあり、エーネ・パウラスの働きに

ついて調べました。そのことがきつかけで、ベタニヤホームでお話を聞

き、実習もさせていただき、私が音からどこかに暖めてきた「子どもと

関わる仕事がしたい」という思いと結びつき、夜学の卒業 と同時に就職

させていただくことになりました。

私の場合、子どもの頃から「こうなりたい」 という特別な夢があった

わけではなく、その時その時祈 りながら開かれた道を歩んできました。

それはある意味、自分が努力して勝ち取ったというわけではないので、

なまぬるい人生と言われるかもしれません。しかし自分では、アブラハ

ムが「約束の地」といってもどこにあるどんな場所かも知 らずに、ただ

神を信頼して故郷を離れて出発した心境とはこんな感じだったのかな、

と思った事もあります。

「互いに愛し合いなさい」

「自立支援」の施設で働きなが ら、本当の自立 とは何だろう? 人間
にとっての幸せとは何だろう? 神様を求めていない、けれども苦しみ
の中で助けを求めている人々を励ますみ言葉は何だろう?……そのよう

なことを時々考えます。答えはまだ見つかっていません。ベタニヤホー

ムに勤めていて嬉しいことは「 ここの先生達はみんな優しい」「ここに

来てよかった」と利用者の方たちが喜んでくださる事です。しかし「偽

善者」と厳しい言葉を浴びる事 もあります。そのようなときに思い浮か

べるのは「愛がなければ……」のコリント書のみ言葉です。私には、目

の前のお母さんや子ども達への愛があるかどうかが問われているように

思い、責任の重さを感じます。今の私は、イエス様の与えてくださった

新しい掟、そしてルターの言葉「内的

には行為を必要となさらない神のみ前

で信仰によつて、外的には信仰など役

に立たず、行為もしくは愛こそ役に立

つ人々の前で、人は真の意味でキリス

ト者である」を座右の銘にして、「泣

く者 とともに泣き、笑う者とともに笑

う」日々でありたいと思っています。
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家庭に生きる―家族 (夫婦、子育て)

室園教会員 俵 恭子

出会いの恵み

東京の女子大卒業後、母校の九州女学院 (現ルーテル学院高校)英語
教師として勤め始めた年に、岡山の川崎医科大附属病院で神経内科医と

しての研修を始めるため移転を決めていた今の夫から交際の申し込みを

受けた。共に同じ室園教会で故福本秀盛牧師より、受洗、堅信をうけた

青年会仲間であった。大学時代全く離れてそれぞれ異なる道を歩み始め

ていたので少なからぬ戸惑いを感じつつも、正直で真面目なクリスチャ

ン青年との出会いを神様が備えて下さったという思いが確信に変わり、

勤務わずか 2年で新米教師を辞し、1973年 5月 13日、義父が牧会してい
た下関教会で、当時の岡山教会牧師、石橋幸男先生の司式のもと結婚式

を挙げることができた。

以来、岡山に 4年、夫が宮崎医科大学に転勤して宮崎で 6年、熊本に

再び転勤で戻ってきてから22年、早くも32年の年月が過ぎた。岡山で娘

が 2人、宮崎で息子が一人与えられ、成人してそれぞれの道を歩み始め

ている。良きクリスチャンのパートナーと結婚した長女は一女の母とな

った。一方、義母は殆んど寝たきりで認知症とはいえ、99歳の今も元気

で「主我を愛す」の讃美歌を喜び、時折 とびきりの笑顔を見せてくれ

る。また、浄土真宗の家系で本家の長男という立場にいた私の父は複雑

な思いで娘の受洗も、牧師の次男である夫との結婚も承諾していたが、

2人の息子たちもそれぞれ大学時代に箱崎教会で受洗し、時を経てクリ
スチャンのパー トナーを得てクリスチャンホームを形成するに及んで聖

書を熱心に読むようになった。 ドイツ人宣教師との不思議な出会いと聖

霊の導きがあってついに母共々クリスチャンとなり、今は日々感謝と祈

りのうちに元気に地域でのボランティア活動に励んでいる。

「主イエスを信じなさい。そうすればあなたも、あなたの家族も救わ

れます。」 (使徒書 6121)御言葉のとおり神様は、蒔かれたひとつの小
さな種でさえ忘れることなく、このように豊かに育んで下さったことに

心からの感謝 と讃美を捧げるものである。

[64]



結婚生活と家庭

神様の御前で永遠の愛を誓い、良きクリスチャンホームを築こうと努

力する夫婦であっても、それぞれの成育環境や感性、思考方法の違い、

夫や妻もしくは男性、女性としての役割意識のズンから生れる違和感、

子育てに関する意見の相違などがあるため、よく話し合い聴き合うこと

を大切にしていかないと、お互いの関係をそこね、親子関係にもいつの

まにか深刻な影響を及ぼすことになる。互いの違いを見詰め合うだけで

は、アダムとエバがそうであったように自分の正当化、自己弁護、責任

転嫁の過ちに陥るのが人間の常である。私たち夫婦もいくつも同じ過ち

を繰 り返してきた。家庭生活は、生起する様々な出来事に対する夫婦の

一致、不一致によって喜びの源にもなり、苦しみの源にもなる。けれど

も、苦しみは、夫婦にとってまた とない神様が備えて下さる訓練の時と

なる。もし私たち夫婦の間に神様がいて下さらなかったら、お互いを省

みて許しあう機会を失い、破綻するか形だけの夫婦関係を続けるかにな

ってしまったかもしれない。感謝すべきことに、私たちは聖書を与えら

れ、行 く先々の教会で、礼拝の恵みにあずかり信徒の交わりに支えられ

てきた。 3人 3様の個性をもつ子供たちに対しても、親としてそれぞれ
にふさわしい自立のサポートが充分できたのか心もとないが、聖書とい

うぶれない座標軸のおかげで、大切なものを大切に思い行動する力は育

てられてきたのではないかと思う。

家庭は社会と直結する生きる現場そのものといえる。家族形態は多様

であっても、どの家庭も、経済苦、不和、病気、事故、災害、事件、争

い、老い、死などの嵐にいつおそわれるかわからない不安を抱えている

し、実際、内外の様々な要因によって家族崩壊の危機(DV,虐待、離
婚、介護疲れなど)に苦しむ人々は年々増加している。けれども人の弱

さも苦しみも全てご存知で常に共にい

て下さるイエス・キリストに希望をお

いて生きる時、私たちは互いを思いや

る心と課題に立ち向かう新たな力を得

ることができる。主イエスの愛のメッ

セージが個々の家庭に届き、互いに愛

し合う関係が築かれていくように祈 り

行動するものでありたいと願っている。
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神様の愛

あ じき

釧路教会員 安喰栄子

私は44年の信仰生活の中で「キリストを信じることだけでなく、キリ

ストのために苦しむことも、恵みとして与えられているのです。」 (フ ィ

リピ1:29)の、み言葉に生かされてきました。その歩みを、いただいた

テーマに沿いながら、振 り返ってみたいと思います。

焼夷弾によって受けた傷

今回の証しは「神様の愛」について書かせていただきます。

私の原点、出発点は戦争で受けた「傷」です。今でも忘れません。終

戦の年の 5月 27日 、500機 のB29の襲撃で横浜は全市全滅。幼い私の目

の前に焼夷弾が落下し、火傷を負い火膨れで目も見えず、母親の手に引

張られてただ逃げました。15日間目も見えず過ごしました。それ以来、

私の顔は火傷の後も生々しく残 り、心に大きな「傷」ができました。そ

の後、母の実家の池田で過ごしました。神様が私を池田の地に移し住ま

わせ、池田教会の設立に、私の叔父が土地を寄付するようにと、計らっ

てくださいました。ここから、私の教会との関わりが始まります。

浦幌で開拓伝道をしていらした故吉田康登師が池田教会の牧師にな

り、いつも家の前を通られる牧師夫人が、あるときこう言われました。

「ヨハネ 9章 3節に『本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯したか

らでもない。神の業がこの人に現れるためである』と書いてあります」。

その言葉が心に響き教会の門をくぐり、数年後に洗礼を受けました。

老親の介護と夫の看取り

さて、「老親の介護」ですが、釧路に嫁 ぐ前に父親の面倒を看ていま

した。しかし、最後の一年間は入退院の繰 り返しで、日曜日は必ず教会

へ行きました。それが父親に対する本当の看護だったのかと、振り返っ

て考えさせられます。まず、何よりも、人の痛みのわかる人間でありた

いと思うのです。

私が51歳のとき主人が癌になり、主治医から「後 5年の命」と宣告さ

れ、日の前が真っ暗になりましたが、その時も、ロマ書 5章 4節「忍耐

は練達を、練達は希望を生みだす」のみ言葉 (結婚をしたときに吉田牧
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師が聖書に書いてくださったもの)に生かされました。ときには自己中
心的で放蕩息子の様な現状、神様 との闘いの日々でしたが、今から思え

ば、その分恵みもたくさんいただきました。

自らも病いに

主人を看取ることが全てであった私は、百ヶ日も過ぎてほっとしたと

き倒れ、右肺の下葉切除の手術をしました。「よく我慢しましたね」と

医者には言われましたが、私にとっては「神様が生かしてくださったか

らこそ」の命でした。主人の看病のときにも何回も痰に血が混ざってい

ましたが、「主人の命は後 2年」と、ただその思いで、自分のための病

院には行けなかったのでした。その手術の際に、声帯横の気泡も切除し

ましたが、電気メスが声帯に触れて声が出なくなりました。大好きだっ

た讃美歌も歌えず「忍耐は練達を、練達は希望を生みだす」のみ言葉に

のみ力づけられる日々でした。それでも、この命を主は支えてくださっ

たのです。

最後に、最近の闘病のことに触れます。平成15年 3月 のことです。私

は肺炎になり高熱と座薬の日々でした。一年間の入院生活でした。退院

したときに従姉妹から「献身的な医者の業と信仰の力が蘇らせてくださ

ったのですね」と言われ、その言葉に熱いものを感じました。闘病中

に、「神様は今、私を生かそうとされている」「この体は、神様からいた

だいた身体なのだ」と気づき、命は神様に、治療は医者に。私は生きる

意欲を持つこと、まず食べることから、と根性で食事をしたのでした。

こんな歩みをたどってきた私ですが、神様

は私を必要とされているから、今現在こうし

て神様の愛のうちに、何のいさおもないこん

な私を包んでくださっているのだと、日々感

謝の思いです。

「生きているのは、もはやわたしではない。

キリストがわたしの内に生きておられるので

ある」 (ガラテヤ2:20)。 今は、この言葉をし

っかり噛みしめて歩んでおります。
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家族に引き継がれた妻のいのち

武蔵野教会員 田坂 宏

死に逝くための準備

1992年、妻の祥子が胃がん末期の最期を42日 間の在宅ホスピスケアを

受けて49才で天に召されました。家族は私の他、24才の長男、23才の長

女、15才の次女がいましたが、その期間、家で全員が看取りに参加し、

次女を除いた 4人が最期の別れの場にも立合いました。

祥子は亡くなる 7日前、家族を集めてすばらしい別れの言葉を一人ひ

とりに残しました。それは、訪問看護師の田中さんが、「これからの時

間は、死にゆくための準備をすることに使われたらどうでしょう」と示

唆を与えてくださったからでした。それは、言葉を残すということを超

えて、祥子のいのちを家族の皆に引き継 ぐことでした。引き継 ぐ中身

は、単なる身体的生命という時に使う漢字の「命」ではなく、全人的生

命をいうときに使うひらがなの「いのち」であって、精神又はスピリッ

トともいえるものです。この大仕事をなし終えた祥子は、皆に「至福の

時を過ごすことができました」、私には「あなた、ありがとう」という

言葉を残して旅立っていきました。

「いのち」を受け継ぐ

「私は死んだあとも皆の輪の中にいて皆を見守ってゆきたい」という

その時の言葉を受けて、祥子が亡 くなった後、家族の皆は次々にその時

言われたことを実行して、祥子の「いのち」を受け継いでいきました。

長女めぐみは 2年後、就職先の先輩の男性を私に紹介して「結婚した

い」と言い、次の年に結婚して、 4年後の祥子の召天日の翌日、女の子

が生まれました。その後、下の女の子も生まれ、祥子の血を継いだ 2人

の孫ができました。 2人の孫は幼児洗礼を受け、キリスト教の小学校と

幼稚園に行っています。

長男信之は、祥子の亡 くなる前から交際し「この人と結婚 してほし

い」と祥子が言っていた友人と5年後結婚して、めぐみの下の子と同じ

年に、女の子が 2人の間に生まれました。信之は、祥子の最期の時に大

学院で「がん診断の正確度を増すための研究」をしていて、祥子もそれ
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を喜んでいました。その 2年後、将来進む道を選ぶに当たって、GE横
河メディカル 0システムという医療機器製造会社に入社したいと言い、

良い医療機器を開発して社会に貢献したいと私に告げました。それを聞

いて私は感激しました。

次女の美地は、祥子が別れの言葉の中で望んでいた堅信礼を受けるこ

とを決心し、 3年後の高校 3年に堅信しました。その時の感想文に「堅

信した今言えることは、何があっても神様を信じて全てを委ねて生きて

いこうと素直に思えるようになりました。それが私の中での大きな変化

であり、喜びとなっています」と書いています。祥子が生涯をかけて得

た神様からの答えであった「すべてを神様に委ねる」ことが、美地の心

の中に受け継がれました。「信仰の継承」は「いのちの継承」であると

言えます。

そして私は、13年後に祥子が私に呼びかけたかのように、祥子の召天

の日と同じ連体明けに、祥子の主治医・担当ナースであった川越厚先生

夫妻からの呼びかけに応えて、在宅ホスピス協会という在宅ホスピスケ

ア普及のための団体で働いています。それは、在宅ホスピスケアが、い

のちの終わりを人間の尊厳をもって最後まで生き抜くことができる可能

性を持っていることを、看取る側の体験を通じて知ることができたから

です。

家族全員での看取り

在宅での看取 りの良いところは、家族が全員で最期の看取 りに参加

し、死ぬまでの過程を目の前で体験して、子どもたちが母親のために何

をすればいいかを考えて行動するようになり、優しい気持ちになれて家

族の団結が増し、それがその後も続いていること、また、悲しみが後に

ひかず精一杯やったという満足感が患者と家族全員に残ることです。そ

して、祥子は今でも皆の心の中で生き

ています。

在宅ホスピスケアで祥子の死を看取

ったことは、42日間だけのことではな

く、その後の私たち家族全体の将来を

左右する大切なものが与えられ、家族

が死にゆく者の「いのち」を受け継ぐ

ことができたと感じています。
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感謝の日々

挙母教会員 中本秀行

神様からの贈り物

1986年 8月 、私たち夫婦に待望の女の子が授けられました。しかし、

彼女は知的障がいを持って、この世に生まれてきたのです。私は何かの

間違いではないかと、この現実を受け入れられず、苦悩の日々を送って

いました。そんな中、主は言われました「私の恵みはあなたに対して十

分である」「あなた方の会った試練で、世の常でないものは無い。神は

真実である。あなた方を耐えられないような試練に会わせることはない

ばかりか、試練 と同時に、それに耐えられるように、逃れる道も備えて

下さるのである」。このみ言葉が私の心を捕らえ、次第に受け入れるこ

とができるようになりました。

共に生きる

娘が11歳になるころ、ルーテル元町教会 (現ルーテル挙母教会元町礼

拝所)に隣接する宣教師館が空き家になっており、それをお借 りして、
仲間の親御さんたちと、社会参加と自立を目的とした訓練の第一歩を踏

み出しました。その後、礼拝堂の使用も認められ、宿泊訓練、サマース

クール、ホリデーサービス等を行い、また教区主催の堅信キャンプヘの

参加もさせて頂き、様々な体験を積んで行きました。当時は、活動費す

ら持てなかったのですが、教会の陰の助けと祈 り、そして多 くの方々の

善意と奉仕により続けていくことができました。しかし、一方ではキリ

スト教会の場をお借りした活動になじめない方もおられ、離れていく人

もいました。この様な時に、ただ祈ることしかできない無力さを感じな

がら、でも、しかし、だからこそキリストの香 りのする愛を伝える働き

をしていかなければと強く思わされました。

名称と理念

「はっきり言っておく。私の兄弟であるこの最も小さい者のひとりに

したのは、わたしにしてくれたことなのである。」「わたしの目にあなた

[70]



は高価で、尊い、わたしはあなたを愛している」このみ言葉から、小さ

く弱い立場にある一人ひとりを大切にし、尊い命の使命を輝かせて欲し

いと言う思いを理念とし、会の名前を ス`モールワン
″
と名づけまし

た。

法人取得

2004年 12月 25日、クリスマスの夜、法人申請を県に受理して頂きまし

た。翌年 4月、任意団体 スモールワンは、「特定非営利活動法人

(NPO)ス モールワン」として新たなスター トを切 りました。当初はと
ても無理なことだと思われたのですが、これも神様のみ業によって、成

されたことです。

感謝

私の娘は2005年 3月 に養護学校を卒業したものの、予想通り行き場も

なく、このスモールワンのデイサービスに通うことになりました。神様

はきちんと時を合わせて、働いてくださったのだと、感謝で胸がいっぱ

いでした。しかし、娘にとってその場所は、幼少の頃から通っている場
わがまま

所で自分の庭の様なものでした。我儘になりはしないだろうかという思

いもありましたが、職員、スタッフに支えられ、毎日仲間たちと今も元

気に通っています。

主の導きによって成長させられたのは私でした。「全てのことに感謝

しなさい」という言葉をようやく理解したのです。神様の導きに感謝し

つつ、これからもキリストの教え、愛を、活動を通して伝えていけたら

と思います。
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市ヶ谷教会員 赤間峰子

山谷との出会い

13年前の6月 、私は生まれて初めて「山谷」というところへ行きまし

た。山谷というのは地名ではなくて、台東区清川あたりの通称であるこ

とは、後になって知 りました。狭い 2Kの アパー トで10人近い方々が
100個弱のおにぎりを握っていらっしゃいました。同じ教会の友人が声

をかけてくださって、何の準備も知識もなく、好奇心だけで伺ったので

すが、私はその日から、毎週火曜日になるとそこへ行かずにはいられな

くなりました。すぐ近 くの玉姫神社の境内には、おにぎりを待つ方の行

列ができていました。機関紙「るうてる」などで、大阪の釜ケ崎のこと

は知っていましたが、実際に東京の山谷へ足を踏み入れたのは、このと

きが初めてでした。

現在のほしのいえ

「ほしのいえ」は、その後何度か場所を変えましたが、活動は変わら

ず、現在では600個前後のおにぎりと味噌汁を配っています。ルーテル

の方の参加者も増え、11時頃から3升釜で 7回 ご飯を炊 くのは、ほとん

どルーテルの方々です。ルーテル関係の連絡のために「ほしくずの会」

ができました。

列を作っていくつかの公園で待っておられる方は、いつも大きな荷物

を持って、雨の日も雪の日も来られます。あまり高齢の方や病気の方は

見かけません。そこまで来られるのが大変なのでしょう。女性もたまに

見かける程度です。夏でも夜半は冷え込むのでしょうか、たくさん着込

んでおられます。私たちは、もっとゆっくり話を聞かせていただきたい

のですが、小父さんたちは、おにぎりを受け取ると、静かに帰って行か

れます。屋根のある商店街などで寝る場所を確保するためです。

0さんの帰郷
0さ んは鹿児島出身です。一昨年、彼を訪ねてお兄さん夫婦が上京さ
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れました。彼はとても喜んで、宿泊先のホテルで語 り明かしたようで

す。お兄さんは90歳近い高齢で、彼を迎えにいらしたらしいのですが、

彼は東京にとどまりました。その後、私たち支援者3人 と一緒に鹿児島

へ行きました。聖書の放蕩息子の話のように、親戚の方々も集まられて

大歓迎でした。それなのに、私たちが帰京するとき、彼 も一緒に東京ヘ

戻ったのです。今さら、という気持ちもあったのでしょうが、彼は亡 く

なったお父さんの遺産を受け取って、東京のアパートで一人暮らしを続

けています。時折、ほしのいえのボランティアたちにおやつを差し入れ

てくれますが、彼も80歳を越し、そろそろ帰ることを考えた方が良いの

では、と私たちはヤキモキしています。でも、これは珍しい幸せな例で

す。

神様は、この方々一人ひとりをいつも見守ってくださって、私たち

は、そのお手伝いをしているのだと思います。私も健康の続 く限り、山

谷へ出かけて行きます。

好きな聖句はヨハネ福音書 3章 16節です。

「神は、その独 り子をお与えになったほどに、世を愛された。独 り子

を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。」
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地域社会に生きる―保護司として一

健軍教会員 加藤俊鋪

立ち直りを支えるボランティア

熊本市を八分割したその一つが、私の所属する熊本地区保護司会第八

分会です。平成 2年 11月 に任命を受け、今年で16年になります。平成16

年度の分会総会で会員の総意で分会長に就任し、同時に熊本地区保護司

会理事 と協力組織部長を拝命しました。

保護司は、犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支えるボランティ

アです。その主な職務は、保護観察を受けている少年や大人の指導。刑

務所や少年院に入っている人の帰住先の調整を行う環境調整。犯罪予防

活動として、子どもの犯罪の増加により、小中学校 との連携にも力を注

いでいます。これまでに扱った保護観察は、窃盗、住居侵入、シンナ

ー、暴行、無免許運転、詐欺、覚醒剤、婦女暴行未遂、万引き、ひった

くり、器物破損等の対象者です。「罪を憎んで、人を憎まず」という言

葉を、保護司として最初に教えられました。それと同時に、私はキリス

ト者として、愛唱賛美歌の一つである「むくいをのぞまでひとにあたえ

よ……」この賛美歌の心を忘れることなく対象者に接しています。

少年院や刑務所から

保護観察の一つで、少年Aは中学校の部活で担当職員から、意見の食
い違いで殴られ、その腹いせに校内の器物破損を行いました。短期保護

観察 となり、保護観察中に友人に誘われひったくりの現行犯で警察へ、

そして少年鑑別所に入所しました。保護観察所から連絡を受けた私は、

数日後、鑑別所に面会に行きました。鍵の掛かる部屋に通され、顔を合

わせたときには、にっこり笑ってくれました。テーブルをはさんで向か

い合い、話しかけ、「先生ごめんなさい」と、ぽろぽろ涙を流して反省

した姿を見たとき、これは更生できるなと感じました。その後、少年院

に入院し、本人から毎月手紙が来て、そのつど返事を書き、また本を贈

って励ましました。出院後の生活について、本人の母親と何度も会って

話し合いました。 1年 lヶ 月間、少年院での厳しい生活で、心身ともに
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成長して出院し、現在は兄の働 く職場で頑張っています。仮釈放で保護

観察となった人と、職探しに行ったこともありました。

環境調整では、刑務所に入所している人が引受人を指名しますと、保

護観察所からの指示により引受人の所に出向かなければなりません。私

が行ったとき、引受人の母に通された座敷で見たものは、床の間に置い

てある5本の日本刀でした。とんでもないところに来たなと、内心ぞっ

としました。後で分かったことですが、引受人は暴力団の組長でした。

「その男は今度引き受けると3度目たい。覚醒剤はなかなか直らんもん

な」と言って、引き受けることを承諾してくれました。

喜びも裏切られることも

対象者が立派に更生した姿を見るとき、保護司として一番の喜びです

が、裏切 られることもあります。更生には本人の努力だけではなく、家

族の協力、友達関係、地域社会の温かい見守りが必要です。保護司の役

割は、ほんのその一助に過ぎません。

私が子どものときは、縦社会の子ども集団の中で、近所の兄ちゃんが

リーダーとなって遊んでくれました。そして、やって良いことやいけな

いことも教えられ、社会的な知恵が付きました。悪いことをして叱られ

るのは、遊んでくれる兄ちゃんの方が、親より効き目がありました。今

はどうでしょうか。そんな姿はほとんど見かけません。他人の子どもを

叱ると、その保護者から逆に文句を言われます。そのようにして育てら

れた子どもは、善悪の判断が付かず、犯罪を犯すのです。昔のような縦

社会の子ども集団ができると、素直な子どもが育ち、犯罪も減るのでは

ないでしょうか。

「自分を愛するように、あなたの隣人を愛しなさい」。いつもこの愛を

持って対象者に接し、更生保護事業に

携わっていきたいと思います。世の中

から犯罪が減 り、安心して暮らせる明

るい社会になることを願っています。
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神と人に仕えるために

釜ヶ崎ディアコニアセンター 喜望の家 森本典子

「差別」は身近なところに

「差別」という言葉に出会ったのは、小学校 3年生のときである。私
が通っていた小学校には、比較的大きな被差別部落が校区に存在してお

り、そのためいわゆる同和教育が熱心に行われていた。当時は、家に帰

ると「部落の子どもたちとは遊んではいけない」と諭され、学校では

「被差別部落出身の人たちだからという理由で人を差別してはいけない」

と教えられるという、たいへん両極端なメッセージに翻弄されていた。

この相反する価値観に子どもなりにどうにか対処していかなければなら

なかった。そのとき私を支えてくれたのは、イエス 0キ リストの言葉だ

ったように思う。両親はキリスト教徒ではないが、一番近くにあった教

会付属の幼稚園にわたしを入園させた。その後、教会学校へとつながっ

ていったときも毒にはならないだろうと思っていたようだ。そんな教会

学校で、よきサマリヤ人の讐やパンと魚の奇跡の話を聞き、どのように

人を見るか、人と接するかを学んだ。権威のある人が正しいことをする

とは限らない。差別されている人だからといって、その人のすることに

価値がないとは限らない。自発的に人を支援するということの大切さ。

たとえわずかなパンでもみんなで分ければ豊かになれるということ。人

を思いやるという行為の上には神の祝福があるということ。しかし、そ

れと同時に、善良な人たちと近隣から評価されている両親があからさま

に差別の言葉を口にするのを目の当たりにし、その両親から聞いたこと

が心の底に染み付いている自分自身の内面に気づいたとき、また、身近

な人が立場の弱い人を低 く評価することを耳にしたとき、どのような人

間にも差別する気持ちがあるということも学んだ。だから、私は今でも

「私は差別しない」という人を信じない。

少し成長すると世の中には「差別」と呼ばれる事柄がたくさんあるこ

とがわかった。10代後半から20代前半のころ、国内では在日外国人の

「指紋押捺拒否」運動が盛んであり、海の向こうでは、アパル トヘイ ト

に対する反対運動が起こつていた。このような運動にかかわっていく中
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で、女性が周縁化されているという事実にも気づいた。「社会派」と呼

ばれる男性たちは、あらゆる「差別」に対して果敢に立ち向かっていく

ように見えたが、自分自身の差別性には気づいていなかったようであ

る。同じ活動をしていても女性は仲間にはなりえず、自分自身が差別さ

れる対象であったことに気づき愕然とした。

釜ヶ崎との出会いはディアコニアとの出会い

このような発見と前後して、釜ヶ崎とストロームさんに出会った。釜

ヶ崎は日雇い労働者の街である。その街で、アルコール依存症になり、

野宿を余儀なくされている人々のために「喜望の家」を自力で設立した

ストロームさんの話は強烈だった。「結婚せずに自分の一生をディアコ

ニアの働きにささげようと思う人はいませんか。神と人とに仕える人に

なりませんか」。神と人に仕えるにはどうすればいいのか。ディアコニ

アに自分の人生をささげるってどんなことだろう。当時高校生だったわ

たしには、そんな大きな人生の決断をすることはできなかったが、ディ

アコニアという言葉はわたしの心に焼きついた。

大学を卒業して就職したのは喜望の家だった。就職活動を前にして、

釜ヶ崎で働 くことができればと願っていた。神様が道を備えてくださっ

たに違いない。更に、縁あって、デンマークヘ行き、そこでディーコン

として按手を受け、教会で働いた。ストロームさんと出会い、神と人と

に仕えるとはどういうことなのかを目の前にしてから15年以上が経って

いた。

振 り返れば、学生時代を除き差別と戦ってきたという思いは特にな

い。神と人 とに仕えたいと願っただけである。その思いに神様は多 くの

小さなきっかけを与えてくださった。神様からインプットされた恵みを

アウトプットするきっかけを。
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Go, Go in Peace! A mysterious hand will euide you.

聖パウロ教会牧師 松本傑

タイ トルの言葉は、同志社大学の創立者新島裏の言葉です。

四条河原町、高島屋前の街頭募金

学生センターに出かけたことがきっかけで修学院教会に導かれまし

た。当時、アフリカのビアフラの飢餓の問題が、新聞、テレビで取 り上

げられ、京都の三教会の青年会は高島屋前で街頭募金を行いました。募

金は日本キリスト教協議会 (NCC)の奉仕部に送金され、世界教会協
議会 (WCC)を通して現地の救援に当てられました。同じ世界に生き
る恵まれた私たちは、何かすべきであると、その時強く思いました。こ

のことが国際協力の働きを始めるときの原点にあります。

アジアの現場で学びたい、しかし計画は頓挫

アジアの現地に出かけて状況をつぶさに学びたいと思い、WCCの 留
学生候補としてインドやフィリピンの大学や機関に当たってもらいまし

たが、受け入れ先が決まらず、ルーテル世界連盟 (LWF)の プログラ
ムで、インドネシア、スマトラのバタックの教会の大学で奉仕すること

が決まりました。しかし、今度は入国のビザが取れなく、思いが実現し

ないまま、1975年別府教会の牧師に赴任し、 4年後、福山教会に移 りま

した。

1982年 は、核兵器廃絶の運動が盛 り上がった年でした。被爆体験を世

界に伝え、平和を作 り出すため、広島平和セミナーを開きました。84年

のセミナーは、LWFか ら財政支援を受け、海外から代表を招 くことが
できましたが、インドネシア教会の代表として、私が行くはずであった

バタックの大学の学長が出席されたのです。

広くて、狭い教会の世界

1986年 日本キリス ト教協議会に招かれ、平和、国際協力、奨学金など

を担当することになりました。高島屋前の街頭募金の献金の記録も何と
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20年後にも残っていました !

奨学金を担当しての感想は、チャンスは一杯あるが、掴もうとする人

が少ないということです。「求めよ、さらば与えられん」は真実です。

しかし、求めないことには、与えられない、というのも真実です。

宣教100年記念事業のチャンス

1993年 は、宣教100年。東教区では、自己研修制度をつくり、旅費な

ど支援してくださいました。私はさっそく、援助活動とフェア トレード

について学ぶためアメリカ、ドイツ、LWFを 訪間することにしまし
た。ドイツの訪問先の一つが、「教会開発奉仕協会」でした。責任であ

るクンツ博士から、当時準備段階であった、コーヒーにフェア トレー

ド・ラベルを貼る運動を紹介されました。その後、このフェア トレー

ド・ラベル運動は、ヨーロッパ、北米 と広がり、途上国の生産者を支え

る大きな運動に発展しています。 (日本での働きは、「NPO法人フェア
トレード・ラベル・ジャパン」 (www.fairtrade― jp.org)、 事務局は聖パ

ウロ教会内)

また、1992年 はソマリアの内戦とそれに伴う飢餓が大きく取 り上げら

れた年です。私は早速、LWFの救援物資の空輸活動に参加することに
して、新聞でアピールしてもらうことにしました。これが援助活動とし

ての、「わかちあいプロジェクト」(www.wakachiai.com)の 始めでし

た。それからケニヤの難民キャンプでのワークキャンプなど様々なプロ

ジェクトを実施してきました。

私は教会生活40年間の人生を顧みて実感しています。Go, Go in
Peacel A mysterious hand will guide you.は 、私においても真実であ

ったと。
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